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◆除草体系例◆

ご不明な点等がございましたらＪＡ米穀課 (TEL777－3180) までお問い合わせください。

除　草

除草効果を高めるための留意点

除草剤により殺草限界に差異があるので、雑草の生育状態をよく把握して適期に
適量を均一散布します。
田面は均平にし、代かきは出来るだけ田植え時期に近づけて行います。

クログワイ・オモダカ対策
・両雑草とも、６月上旬頃からダラダラ発生する。
・除草剤はなるべく遅くまで効かせるよう必ず体系防除を行う。

ホタルイ・アメリカアゼナ対策
・ホタルイ・アメリカアゼナの発生は代かき後から始まり、田植え５日後で１葉期となります。
・ホタルイの発生前に体系防除を行い、ホタルイやアゼナが混発する圃場では、移植前に
初期剤を使用してください。
・最近、薬剤抵抗性が懸念されるので防除効果の高い薬剤を選択してください。
・転作後圃場や前年度多発生田では初期剤との体系防除が効果的です。

●水管理
処理時には、水口と水尻をしっかり止め、完全に湛水された状態（水深５～６㎝）を保って
ください。
処理後、自然減水により田面が露出するようになったら、水尻をしっかり止めて通常の水深に
なるまで水を入れて、水口を閉じてください。
漏水田、かけ流し田では使用しないでください。（漏水田は効果が落ちるため）

●田面と植付条件
田面の凸凹は効果不良、薬害の原因になります。
畦畔は、しっかり作り、漏水がないようにします。
土壌が硬くしまると植付時の土の戻りが悪く、根が露出し薬害につながる場合があります。
浅植え、浮き苗が生じないように植付深度の設定をしてください。

…除草剤は処理体系に合わせ正しく散布しましょう。

雑草別防除対策
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